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アンケート調査概要

１．アンケート調査の目的

２．アンケート調査実施概要

３．アンケート回収状況

 調査対象：全国の都市再生緊急整備地域 50地域（39自治体）

※既指定地域48地域に、令和３年9月1日付新規指定の「福岡箱崎地域」と候補地域である「新大阪駅周辺地域」の回答を加えた
合計数。

 調査手法：e-mail法

 調査期間：令和3年9月1日～9月15日

柔軟かつ機動的に都市再生を進めていくためには、既存の統計データ等の更なる活用に加え、人
流や消費活動などのオルタナティブデータ等を積極的に活用することで、都市再生のＰＤＣＡや

民間投資の呼び込みを促進していくことが重要であるとの認識に立ち、データの利活用にあたり自
治体が抱える課題等を把握し、その課題解決に向けた検討を行うことや、データを活用した都市再
生の優良事例を収集し、広く水平展開することを目的として調査を実施。

 50件（100％）
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都市再生等において、施策の効果検証や検討に活用する指標取得のための動的データ
（1/2）

指標分類＿指標案 指標
データ
区分

活用データ 目的・活用方法
活用
状況

街全体＞総合 歩行者通行量 人流 通行量データ

中央商店街の活性化や、にぎわいの創出について、歩行者通行量データ
を取得し、分析後の統計データを市のHP、オープンデータとして公表し
ている。また、平成１７年から継続的に施行している、市街地再開発事
業の効果指標として活用している。

活用中

街全体＞総合 歩行者交通量 人流 人流データ
蓄積された人流データを生かした都心の課題解決の取組を官民連携で進
めて行くことを検討している。

予定

街全体＞総合
断面歩行者交
通量

人流
人流データ
（赤外線センサ）

地区内に赤外線センサを広域に配置し、街全体の人の流れの見える化や
再整備の効果検証に活用する。

活用中

街全体＞総合
滞在人口、通
行人口

人流 人流データ
人流データをオープンデータ化し、R3.9.1より公開開始。都市再生分野で
の活用については、現時点では未定。

予定

人の活動＞暮らす・遊ぶ＞賑
わい

人の流れの創
出

人流 人流データ
事業全体の成果を見る指標の一つとして、特定地域に来街した人が区内
の回遊に繋がっているかGPSデータを取得し分析・評価をする。

活用中

人の活動＞暮らす・遊ぶ＞賑
わい

複数公園の回
遊状況

人流 Wi-Fiセンシング
地域内の複数の公園の回遊状況を調査、把握し、歩行者回遊の広がりを
評価する。

活用中

人の活動＞暮らす・遊ぶ＞賑
わい

地域内の歩行
者滞在時間

人流
スマホアプリデー
タ

時間消費型のまちづくりに向けて、滞在時間の拡大状況を評価する。 活用中

人の活動＞暮らす・遊ぶ＞賑
わい

来訪者の平均
滞在時間

人流 モバイルデータ
地域内における人の滞在時間を計測することで、交流人口の増加や賑わ
い創出等について評価する。

予定

人の活動＞暮らす・遊ぶ＞賑
わい

滞在人口
（特定地点で
の）

人流
人流データ
（流動客調査）

・地区の賑わいや交流の創出について、人流の変化により評価する。
・人の流れを把握し，出店等の際の参考とする
・ターゲットを設定したイベントの検討

予定

人の活動＞暮らす・遊ぶ＞賑
わい

再開発エリア
への人流

人流 人流データ
・主要駅から再開発エリアへの人流の定量的観察。
・他都市の事例を参考にした再開発前後の人流の変化の評価。

活用中

緑字は指標検討（案）にないもの

N=18（自治体）施策の効果検証や検討に活用している指標（動的データ）



6
         

都市再生等において、施策の効果検証や検討に活用する指標取得のための動的データ
（2/2）

施策の効果検証や検討に活用している指標（動的データ）

緑字は指標検討（案）にないもの

N=18（自治体）

指標分類＿指標案 指標
データ
区分

活用データ 目的・活用方法
活用
状況

人の活動＞暮らす・遊ぶ＞賑
わい

来訪者位置情
報
属性情報

人流 人流データ
駅前広場等の基盤整備がまちに与える影響の把握や駅前整備パターン等の
検討のため、歩行回遊シミュレーションによる評価・検討を実施

活用中

人の活動＞暮らす・遊ぶ＞賑
わい

滞留人口 人流 人流データ
駅前広場等の基盤整備がまちに与える影響の把握や駅前整備パターン等の
検討のため、歩行回遊シミュレーションによる評価・検討を実施

活用中

都市基盤＞交通＞交通ネット
ワーク（駅広）

来訪者滞在時
間、周辺行動、
回遊場所等

人流 人流データ
駅前広場等の基盤整備がまちに与える影響の把握や駅前整備パターン等の
検討のため、歩行回遊シミュレーションによる評価・検討を実施

活用中

都市基盤＞交通＞交通ネット
ワーク

歩行者経路 人流 人流データ
駅前広場等の基盤整備がまちに与える影響の把握や駅前整備パターン等の
検討のため、歩行回遊シミュレーションによる評価・検討を実施

活用中

都市基盤＞交通＞交通ネット
ワーク

歩行者回遊状
況

人流
PPデータ
（プローブパーソ
ン）

新モビリティサービスの導入に伴う回遊状況の変化（回遊性向上など）を
評価する。

予定

都市基盤＞交通＞交通ネット
ワーク

域内の発生集
中量等

車流
端末位置情報等
（ビッグデータ）

交通流動実態（域内の発生集中量及び市域南部の主要駅から域内へのアク
セス状況）を把握し，交通環境の向上に向けた方策を検討する

活用中

都市基盤＞交通＞交通ネット
ワーク

歩行者・自動
車交通量

人流
車流

人流データ
車流データ

令和2年8月から実施しているウォーカブル社会実験での歩行者及び自動車
の交通量の変化について、人流データを活用し評価を実施。

活用中

都市基盤＞安全＞防災対策
災害時におけ
る帰宅困難者
の避難誘導

人流 人流データ
災害時における帰宅困難者対策として、地区内の一時退避場所、退避施設
への人流をカメラやセンサーで把握して、有効な避難場所等への誘導を行
うことを目的とする。

予定


















